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朗
報
で
す
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
が
よ
う
や

く
上
越
市
で
も
取
り
組
ま
れ
る
見
通
し
と
な
り
ま
し

た
。
11
月
１
日
に
行
わ
れ
る
臨
時
議
会
で
今
年
度
の

一
般
会
計
補
正
予
算
が
通
れ
ば
正
式
に
決
ま
り
ま
す
。 

 

こ
の
事
業
は
、
建
築
需
要
の
低
迷
に
苦
し
む
市
内
住

宅
関
係
事
業
者
の
救
済
と
住
宅
環
境
の
向
上
促
進
を
目

的
に
新
設
さ
れ
ま
す
。
市
議
会
の
委
員
会
資
料
に
記
載

さ
れ
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
概
要
は
以
下
の
通
り

で
す
。 

【
事
業
期
間
】 

受
付
開
始
…
平
成
22
年
11
月
15
日 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

受
付
終
了
…
平
成
23
年
３
月
15
日 

 

※
た
だ
し
、
補
助
予
定
額
に
達
し
次
第
、
受
付
を
終 

 
 

了
す
る
。
ま
た
、
平
成23

年3

月31

日
ま
で
に
工 

 
 

事
を
完
了
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

【
事
業
費
】 

５
０
０
０
万
円 

【
予
定
件
数
】
５
３
０
件 

【
補
助
率
】 

対
象
工
事
費
の
20
％
（
20
万
円
以
上 

 
 
 
 

 
 

（
消
費
税
込
み
）
の
工
事
が
対
象
） 

【
補
助
額
】 

１
０
万
円
程
度 

【
対
象
者
】 

上
越
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人
。
定
住 

 
 

を
目
的
と
し
て
空
き
家
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る 

 
 

場
合
は
、
市
外
に
居
住
し
て
い
る
人
も
対
象
と
な 

 
 

り
ま
す
。
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
、
・
リ 

 
 

フ
ォ
ー
ム
す
る
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を 

 
 

既
に
設
置
済
み
、
又
は
本
制
度
で
設
置
す
る
こ
と 

 
 

も
必
要
と
な
り
ま
す
。 

【
対
象
住
宅
】
個
人
所
有
の
住
宅
で
、
本
人
又
は
家
族 

 
 

が
現
に
居
住
し
て
い
る
市
内
に
存
す
る
住
宅
（
併 

 
 

用
住
宅
は
住
居
部
分
の
み
対
象
）
。
個
人
が
定
住 

 
 

を
目
的
と
し
て
再
生
す
る
空
き
家
住
宅
も
対
象
で 

 
 

す
。 

【
対
象
工
事
】
住
宅
の
増
築
・
一
部
改
築
・
模
様
替
え 

 
 

な
ど
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
関
連
工
事
。
工
事
の
着 

 
 

手
は
、
補
助
金
交
付
決
定
通
知
後
と
し
、
事
前
着 

 
 

工
は
補
助
の
対
象
外
と
す
る
。
本
制
度
の
補
助
金 

 
 

交
付
は
、
同
一
住
宅
に
つ
い
て
１
回
限
り
。 

【
施
工
業
者
】
施
工
業
者
は
、
上
越
市
内
に
本
社
を
有 

 
 

す
る
法
人
又
は
住
所
を
有
す
る
個
人
事
業
者
と
す 

 
 

る
。
た
だ
し
、
市
外
に
本
社
を
有
す
る
法
人
又
は 

 
 

個
人
事
業
者
に
よ
り
建
築
さ
れ
た
住
宅
を
リ 

 
 

フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
は
、
当
該
事
業
者
も
可
能
。 

 
 

 

【
受
付
場
所
】
建
築
住
宅
課
及
び
各
総
合
事
務
所 

 

梶
地
内
の
市
道
に
防
雪
柵 

 

11
月
１
日
の
臨
時
市
議
会
で
提
案
さ
れ

る
一
般
会
計
補
正
予
算
の
な
か
に
吉
川
区

梶
地
内
の
市
道
に
防
雪
柵
を
設
置
す
る
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

防
雪
柵
が
新
た
に
設
置
さ
れ
る
の
は
町

田
梶
線
の
旭
地
区
農
業
拠
点
セ
ン
タ
ー
前

か
ら
旧
旭
小
学
校
の
間
、
約
１
１
０
メ
ー

ト
ル
。
予
算
額
は
１
５
０
３
万
円
。
地
吹

雪
で
通
行
で
き
な
く
な
る
事
態
は
こ
れ
で

解
消
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
越
市
も
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
新
設
へ 

 

シ
リ
ー
ズ 

上
越
市
内
の
橋 

 
 

 
 

 
 

 

第
51
回 

 

深
沢
２
号
橋 

 

「
深
沢
２
号
橋
」
と
書
い
て
「
ふ
か
さ
わ
に
ご
う
き
ょ
う
」

と
読
み
ま
す
。
大
島
区
内
を
流
れ
る
保
倉
川
に
か
か
っ
た
橋

で
、
主
要
地
方
道
上
越
安
塚
柏
崎
線
上
に
あ
り
ま
す
。 

 

写
真
の
中
央
に
見
え
る
小
さ
な
建
物
は
、
「
日
本
一
の
ト

コ
ロ
テ
ン
」
。
お
盆

の
帰
省
客
が
訪
ね
た

く
な
る
場
所
の
ひ
と

つ
で
す
。
懐
か
し
い

味
を
求
め
て
、
私
も

親
戚
の
人
た
ち
と
何

度
も
出
か
け
て
い
ま

す
。 

 

橋
長
は
約
40
メ
ー

ト
ル
あ
り
ま
す
。
竣

工
は
１
９
８
９
年

（
平
成
元
年
）
11
月

で
す
。
写
真
は
10
月

27
日
撮
影
。 

給湯器の設置・改修工事も対象となりま

す。このビラに書いてなくても対象とな

るものがあります。詳しくは区総合事務

所産業建設グループにお聞きください。 

【主な対象工事例】 

 

・土台・基礎の工事・屋根の

葺替、塗装、外壁の補修・ベ

ランダ、風除室等の工事・雪

止め金物の設置・内装工事

（壁新設、床・壁・天井張替

等）・建具の改修、設置・襖

の張替、畳の取換・表替・台

所、風呂、トイレの改修工

事・給水・排水・ガス等の配

管の設置、交換・給湯器の設

置・改修工事・防犯システム

等の設置・改修・アスベスト

除去工事・防水・防音工事 

【飯塚集落づ

くり推進員】
10月から吉川

区 川 谷 地 区 を

担 当 す る 飯 塚

和 憲 さ ん。長

年、県 土 地 改

良 事 業 団 体 連

合 会 に 勤 務 さ

れ た 方 で す。

58歳。 



 
 

第
一
二
六
回 

 

結
婚
記
念
日 

 
結
婚
式
を
挙
げ
た
日
を
記
念
日
と
し
て
大
切
に
す
る
夫
婦
は
け
っ
こ
う
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
毎
回
、
お
連
れ
合
い
に
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
人
が
い
ま
す
。
家
族
連
れ
で
食
事
会
を
開
く

人
た
ち
も
あ
る
。
記
念
日
の
祝
い
方
は
様
々
で
す
。
私
も
五
〇
代
に
な
る
頃
か
ら
結
婚
記
念
日
を
意

識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
た
い
し
た
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
…
…
。 

 

私
た
ち
夫
婦
に
と
っ
て
の
結
婚
記
念
日
は
一
〇
月
二
六
日
。
今
年
は
結
婚
三
五
周
年
で
し
た
。
金

婚
式
、
銀
婚
式
と
同
じ
よ
う
に
祝
う
な
ら
ば
、
珊
瑚(

さ
ん
ご)

婚
式
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
そ
う

で
す
。
と
い
う
こ
と
で
、
記
念
日
の
数
日
前
ま
で
は
、
「
今
年
は
特
別
な
年
だ
か
ら
、
奮
発
し
て
お

祝
い
を
し
よ
う
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
な
ん
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
、
忙
し
い
日
が

続
き
、
二
人
と
も
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

 

結
婚
記
念
日
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
の
は
、
二
六
日
の
午
後
一
〇
時
頃
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で

し
た
。
こ
の
日
は
上
空
に
強
い
寒
気
が
入
っ
て
急
速
に
冷
え
込
み
ま
し
た
。
市
民
プ
ラ
ザ
で
の
学
習

会
が
終
わ
っ
て
、
二
人
で
家
に
向
か
っ
て
車
を
走
ら
せ
て
い
た
時
、
妻
が
言
い
ま
し
た
。
「
き
ょ
う

あ
た
り
、
山
で
は
雪
が
降
っ
た
か
も
ね
」
と
。
「
山
に
雪
が
降
っ
た
」
そ
の
言
葉
で
す
ぐ
に
浮
か
ん

だ
の
は
、
新
婚
旅
行
の
最
終
日
、
雪
で
た
い
へ
ん
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
「
あ
っ
、
そ
う

だ
。
き
ょ
う
は
結
婚
記
念
日
だ
っ
た
」
。
一
日
が
終
わ
ろ
う
と
い
う
時
間
帯
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く

思
い
出
し
た
の
で
し
た
。 

 

私
た
ち
が
結
婚
式
を
あ
げ
た
の
は
い
ま
か
ら
三
五
年
前
で
し
た
。
青
年
団
の
仲
間
た
ち
が
実
行
委

員
会
を
結
成
し
、
会
費
制
の
結
婚
式
を
挙
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
会
場
は
吉
川
町
総
合
セ
ン
タ
ー
（
当

時
）
。
そ
こ
で
結
婚
式
と
披
露
宴
を
行
っ
た
の
は
私
た
ち
が
初
め
て
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。 

 

結
婚
披
露
宴
で
は
、
友
人
の
一
人
が
、
私
た
ち
の
子
ど
も
時
代
か
ら
大
人
に
な
る
ま
で
、
さ
ら
に

二
人
が
出
会
っ
て
結
婚
す
る
ま
で
の
歩
み
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
す
ぐ
下
の
弟
と

一
緒
に
雪
だ
る
ま
を
つ
く
っ
た
小
学
時
代
の
私
は
ま
ん
ま
る
顔
、
み
ん
な
が
注
目
し
て
見
て
く
れ
ま

し
た
。
新
郎
新
婦
へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
い
じ
わ
る
質
問
も
用
意
し
て
あ
り
ま
し
た
。
「
新
郎

に
お
た
ず
ね
し
ま
す
。
婚
前
交
渉
は
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
」
と
の
質
問
に
答
え
よ
う
と
し
た
直
前
、

県
内
の
あ
る
銀
行
に
勤
務
し
て
い
た
高
校
時
代
の
友
人
、
Ｓ
君
が
大
き
な
声
で
言
っ
た
の
で
す
。

「
も
ち
ろ
ん
！
」
。
こ
れ
に
は
ま
い
り
ま
し
た
。
親
戚
の
人
た
ち
も
ハ
ッ
ス
ル
、
演
歌
が
得
意
の
後

生
寺
の
叔
父
は
細
川
た
か
し
の
「
心
の
こ
り
」
を
歌
っ
て
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
雪
の
話
で
す
。
私
た
ち
の
新
婚
旅
行
は
三
泊
四
日
の
旅
で
し
た
。
最
終
日
、
四
日
目
の

朝
、
信
州
上
田
の
菅
平
高
原
の
小
さ
な
ホ
テ
ル
を
出
よ
う
と
し
た
ら
、
外
は
一
面
銀
世
界
で
す
。
普

通
タ
イ
ヤ
を
は
い
た
車
に
乗
っ
て
行
っ
た
の
で
、
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
を
購
入
し
は
き
変
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
困
っ
た
の
は
私
で
す
。
旅
行
費
用
と
し
て
持
参
し
た
お
金
で
は
間
に
合
い
ま
せ

ん
。
妻
か
ら
も
カ
ネ
を
出
し
て
も
ら
っ
て
何
と
か
そ
の
場
を
し
の
ぎ
ま
し
た
。 

 

新
婚
旅
行
は
南
蓑
輪
村
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
紅
葉
の
終
わ
っ
た
蓼
科
高
原

を
歩
い
た
り
し
た
楽
し
い
旅
で
し
た
。
ま
た
、
佐
久
病
院
を
訪
ね
て
、
当
時
、
三
半
規
管
が
悪
か
っ

た
母
の
人
間
ド
ッ
グ
の
予
約
も
で
き
ま
し
た
。
で
も
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
新
婚
旅
行
と
い
う
と
、

一
番
最
初
に
浮
か
ぶ
の
は
金
が
足
り
な
か
っ
た
と
い
う
苦
い
思
い
出
な
の
で
す
。 

 

二
六
日
。
家
に
戻
っ
て
か
ら
さ
さ
や
か
な
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。
私
が
愛
飲
し
て
い
る
発
泡
酒
が

冷
蔵
庫
に
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
妻
が
用
意
し
て
く
れ

た
の
は
酒
で
す
。
八
月
七
日
に
行
わ
れ
た
「
越
後
よ
し
か
わ
や
っ
た
れ
祭
り
」
の
記
念
酒
、
『
吉
川

の
想
い
』
を
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
に
半
分
ほ
ど
注
い
で
、
ふ
た
つ
の
グ
ラ
ス
を
カ
チ
ン
と
や
り
ま
し
た
。 

   

 吉川小学校で24日、文化祭が開催されました。私も

来賓として招かれ参加してきました。 

 児童の絵画展の方は3,4年生の作品をゆっくりと鑑賞

させてもらいました。どの作品も遊びや探検などで感

じたことを楽しく描いていました。 

 川谷の川での探検の模様を描いた作品では、真ん中

の子どもが川の中で逆さに描いてありました。川の両

岸には木が生い茂っているので、川から木や空を見て

いたのでしょうか。それとも川の中でひっくりかえっ

て見ているのかな。いずれにしてもとても楽しそうで

した。 

 もうひとつ、弟が生まれた時の模様を描いた作品。

病院のベッドの上でのパジャマ姿はお母さん。赤ちゃ

んを抱いてうれしそうです。「ほら、この子があなた

の弟よ。かわいいでしょう」そう言っているのかな。

描いた本人は赤ちゃんの小さな手にさわって、これま

たうれしさいっぱい。お母さんのとなりにいるのはお

兄ちゃんかな。手にしているのはカメラでしょうか。

とてもいい絵でした。（右上の写真） 

 音楽発表会。昨年は新型インフルエンザの発生で校

内だけの取り組みでした。大勢の保護者、児童の家族

が参加しての音楽祭は2年ぶりです。大きな体育館は

いっぱいになりました。 

 発表は各学年ごと。「リ

ズムに乗って元気よく」と

か「言葉一つひとつを大切

に」などテーマを決めて

歌ったり、合奏をしたりし

ました。それも、踊りをつ

ける、プラカードを掲げる

などの工夫がしてありまし

た。 

 3年生のテーマは「探検

の楽しさ」。気合を入れ、

歌を歌いながら舞台に上が

り ま し た。最 初 の 曲 は

「バードウォッチング」で

した。「あっ、タヌキがい

た」「こっちにはリスがいる」という言葉も聞こえて

きました。2曲目は「山の音楽祭」、「パチンコや弓矢

もできるよ」「楽しいことを見つけてこれからも探検

を続けよう！」「オーッ」。川などでの探検の様子が

そのまま歌や演奏に出ていましたね。（上の写真） 

 音楽発表会は児童だけでなく、先生も保護者も一体

となって取り組んでいます。招待された年は必ず参加

するようにしていますが、今回もすばらしかった。 


